昭和 六 年の 秋 米国 各大学に おける 講演 を 頼まれて 出 

張し、 加州 大学、 スタン フォ ー ド 大学、 加州 及び マサ 

チュセ ッッの インス チチュ ） r . ォブ • テクノロジ— 

その他で、 講義、 あるいは 非公式 談話 をした。 帰路 仏 

国へ 渡って パリで も 若干の 講演 を 試みた。 三月 九日 帰 

朝 早々 から 風邪 を 引き、 軽い 肺 気 腫の 兆候が あると い 

うので 大事 を 取って 休養して いたが、 一度 快くな つて、 

四月 五日の 工学 大会に 顔 を 出した が、 その 翌日の 六日 

の 早朝から 急性 肺炎の 症状 を 発して 療養 効な く 九日の 

夕方に 永眠した。 生前の 勲功に よって 歿後 勲一等に 叙 

ず 、， ほうしょう 

し 瑞宝章 を 授けられた。 これ は 学者と して ほとんど 



類例の ない こと だとい う。 これ も 同 君の 業績が 如何に 

優れた もので あつたか を 証明す る ものであろう。 これ 

以外に も 学界 その他から 得た 栄誉の 表 章 は 色々 あるが 

ここに は 述べ 悉し 難い。 

末広 君の 学術 方面の 業績 は 多数に あって 到底 ここで 

詳しく 紹介す る こと は 出来ない し、 また それ は 工学 方 

面の 事に 迂遠な 筆者の 任で もない が、 手近な 主だった 

もの だけ を 若干 列挙して みると 次の ような ものが ある _ 

平板に 円孔を 穿った ものの 伸長 変形に 関する 理論と 

実験の 結果 を 比べた ものが 学位論文 となって いる。 今 

日で こそ 珍しくない であろうが、 当時で はかなり オリ 



た 船が 進水した 時に 気温と 水温との 差違の ために 意外 

な 応力 を 生じる。 これ も 以前に は 誰も 詳しく 研究した 

ものがなかった の を 末広 君が 初めて 正当な 解釈 を 与え 

た。 また 陸上で は 起らぬ ような タ ー ビンの 故障が 舶用 

タ ー ビンで しばしば 起る のはタ ー ビン • ディスクの 廻 

転に 船の 動揺が 作用す るた めの ジャイロ スコ ピック - 

ァ クシ ョ ンに 起因す る 盤の 振動に よる もので あろうと 

いう ことに 着目して、 この 不可解の 問題 を 解決した。 

これらと 聯 関して 舶 用の タ —ビン • 口— トルの ダイナ 

ミ カル • バ ランシングの 問題に 興味 を 引かれた。 従来 

の 盲探しの 手数の かかる 方法に 代わる に 簡単で 確実な 



初歩の コ— スを 取ったり した 事実 は、 この 特徴の 由来 

を 想像させる ものである。 工学部の 課目 中に 物理 実験 

を 加える ようにな つたの も 同 君 並びに 同志の 諸氏の 考 

えが 導因と なった ものの ように 記憶す るが、 この 点 は 

筆者の 思い違い かもしれ ない。 鋭い 直観の 力で 一 遍に 

当面の 問題の 心 核 を摑ん でし まう。 そうして 簡易な 解 

析と 手軽な 実験に よって 問題の 大きい 輪郭 を 明快に 決 

定 するとい う 行き方であった ように 見える。 解析の 方 

法で も、 数学者 流に 先ず 最も 一 般の 場合 を 取扱った 後 

に a = b = む HO …… と 置く 流儀ではなかった ようで 

ある。 実験の 方で も 高価な 既成の 器械 を 買って やる よ 



国の 風物が すっかり 気に入って 喜んでい たようで あつ 

た。 それが 後年 盲腸の 手術 を 受けてから すっかり 能く 

なった。 晚 年に は 始終 神経衰弱の 気味が あつたが、 こ 

れは おそらく 極度の 勤勉の 結果で あろうと 想像され た。 

米国から 講演の 依頼 を 受けた 時に も 健康の 点で かな 

リ 躊躇して いたが、 人々 もす すめた ので 思い切って 出 

かけた のであった。 最近に 出版され た John R. 

Freeman ： M^&^^Q DameTOe 65d Earthquake 

Insurance を 見る と、 末広 君が 米国に 招かれる に 到つ 

た 由来が 明らかになつ ている。 この 本の 第二 十二 章に 

地震 研究 方針に つ いて 米国 学界 へ の 著者の 提案が 列挙 



して ある。 その 冒頭に、 先ず 有能な 学者 を 日本に 派遣 

して 大学 地震 研究所に おける あらゆる 研究の 模様 を 習 

得せし めよ という こと、 次に 末広 所長 を 来 国に 迎えて 

講演 させ、 また 米国に おける 将来の 研究 方針に ついて 

その 助言 を 求め、 また 末広 式の 地震 分析 器 を 各所に 据 

え 付けて 地盤の 固有 振動の 検出 を 試みよ とい つたよう 

な ことが 書いて ある。 巻末に 貼 紙と して 添付され た 刷 

物に は、 末広 君の 講演の 梗概と 著者の Some After- 

thoughts が 述べ て ある。 この 書の 著者 は 米国 在来の 

やり方の 不備に 飽き 足らず 末広 君の 色々 な 考えに すつ 

かり 共鳴した からの ことと 考えられ るので ある。 同 君 



帰朝 後 筆者が 逢った 時に 「反響 はどうだった」 と 聞い 

たら 「少し はこ ちらの 研究 も 刺戟に はなって いるら し 

いね」 という 答であった。 

この 講演の 旅 は 末広 君に はかな リ 愉快な 旅であった 

らしく も 思われる が、 しかし やはり 身体に はこた えた 

ではない かと 思われる。 

墓は染 井の 墓地に ある。 戒名 は 真徹院 釈恭篤 居士で 

ある。 

そう そ つ 

(以上 は 匆卒の 間に 筆 をと つた 一 葉の 素描の よ 

うな ものに 過ぎない のであって、 色々 の 点で 間違 

いや 思い違いが あり はしない かと 気遣わしい。 読 



者のう ちで それらの 誤謬 を 発見され た 方 は 容赦な 

く 示教 を 惜しまれな いように 願いたい。 

終りに 筆者の 乞いに 応じて 自由に この 草稿の 素 

材を 供給して 下さった 御 遺族の 方々、 並びに 故人 

の 同僚 や 高弟の 方々 に対して はこ こに 厚く 感謝の 

意 を 表したい と 思う。 昭和 七 年 五月 十五 日) 

(昭和 七 年 六月 『科学』) 
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